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ノンフィクション性体験レポート 

 Vol 2. 
 

 

 

 

 

【被験者】 

 

 

Name:アヤカさん 

Job: 大学生 

age:19 

体験内容：清純処女⇒露出狂変態女変貌体験 
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インタビューパート① 

 

ウチに所属するチャトレ達を宣伝するブログ記事を制作して欲しい。 

某ライブチャットプロダクションからそんな依頼を受けて、 

プロフを貰い何人分かの記事を制作していたのだが 

1人のチャトレに興味が沸き深く掘り下げて色んな事を聞いてみて 

それをレポートにしたいという想いに駆られた。 

ダクションに問い合わせたところ、実生活は勿論チャトレとしても 

誰だか特定されたくない。それを守ってくれれば話しても良いとの事だった。 

条件を了承し、ダクションへの仲介手数料とチャトレの娘へのギャラを用意した。 

そしてネット越しにチャット形式のインタビューを開始する。 

画面に映ったのはメガネを掛けた真面目で清楚そうな可愛い女の子だった。 

 

Daishirou（以下：D）：どうも初めまして。Daishirouと申します。 

アヤカ：アヤカです。初めまして 

D：早速ですけど、普段は何をされているんですか？ 

アヤカ：…今は大学の 2回生…なんですけど大学には行ってないです。 

D：プロフには一人暮らしってなってますけども、仕送りが無くて 

バイトで忙しいから行く暇がないとかですか？ 

アヤカ：…以前はバイトで忙しかったですけど、それでも講義には休むことなく出てました。 

…今は怖くて大学に行けない。ううん、部屋の外に出れないんです。 

…いったい何のために私、九州から東京に出てきたんですかね…ハハ。 

D：怖い？自己紹介欄に書いてあった 

“1回だけ AVに出たせいで超エッチな女の子になっちゃいました♪” 

っていうのと関係があるんですか？ 

アヤカ：はい。おかしいですよね。消したい嫌な出来事なのに。 

それを積極的に売り物にするなんて。 

D：失礼ですが何本出演されたんですか？ 

アヤカ：1本だけです。撮影は 1日で終わりましたから。 

D： 分かりました。（1日で 3本撮りとかいう事もあるのにそんな事も知らないのか…） 

アヤカさん、話しづらいかも知れませんが出演した経緯を教えて頂けますか？ 

アヤカ：分かりました。 

D：（元 AV業界関係者だってのは警戒されるとヤバいからまだ伏せとくか） 

  

インタビューは無料サンプルにつき非公開 
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体験告白パート：苦学生の女子大生が騙されて処女喪失 

 

大学受験で私は念願だった第一志望の都内にある私立の某女子大に合格したんです。 

ただ、私の実家は貧乏って訳では無いですけど、 

子供を東京の私立大学に通わせて一人暮らしをさせれる余裕はありませんでした。 

でも、将来教師になるって夢の為にどうしても今の女子大に入りたくて、 

必死にお願いして何とか学費は両親が負担して、 

家賃、生活費、講義に必要な教材代などは 

私がアルバイトをして払っていくという事で話がまとまって上京しました。 

口で言うのは簡単でしたけど現実に実行しようとすると物凄く苦しかったです。 

朝の 4時に起きて早朝パン屋さんでバイト。それが終わってから大学に行き講義を受ける。

それが終わるとコンビニで 12時までアルバイト。 

終わって帰って寝たらまたそれの繰り返し…。 

空いた日にちには単発で試食販売のバイトもしてました。 

 

それでもお金が足りなくなる事も多くて苦しかったです。 

大学の講義でレポートを出さなければ行けない事もありますし、 

私の場合は教職課程も取ってるので、 

普通の講義だけを受けるよりもコマ数は多かったです。 

遊ぶ時間は全くなく、友達もできませんでした。 

それでも頑張らなければと思い 1回生の時はこの生活をずっと続けました。 

そんな時、今年の 3月に試食販売のバイト帰りに渋谷で声を掛けられました。 

「いい仕事の話があるんだけどもちょっとお話しだけお願い出来ないかな？ 

時間もそんなに取らないから、ね？お願い」 

軽い格好と冗舌な口調…。警戒して立ち去ろうとしましたが凄くひつこくて、 

ちょっとだけならって思い近くのジョナサンに一緒に入りました。 

そこで褒められて同情されて優しい言葉をかけられて話が弾みました。 

生活に疲れていた事と学生時代からずっと女子高、女子大で 

男の人に免疫が無かった事もあったんだと思います。 

さっき言った事も色々と話してしまいました。 

それで登録だけならという事でプロダクションの事務所に行くことになったんです。 

エッチな事もやってはいるけどそれ以外の仕事も多い。嫌な仕事は断る事ができる。 

…その時はそう言ってましたし、それを私も信じました。 

 

 


